
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

担い手の経営のライフステージに応じた支援 

タイトル 平成27年度 熊本県農業法人協会経営強化委員会セミナー及び交流会の開催

ＪＡ名 ＪＡバンク熊本 （熊本県） 

１ 動機 

（経緯） 

 熊本県の農業担い手として活躍している農業法人等の経営力強化に向けた支

援策の一環として、熊本県農業法人協会・熊本県担い手育成総合支援協議会・

農林中央金庫熊本支店の３者共催にて熊本県農業法人協会経営強化委員会セ

ミナーを平成２７年４月に開催しました。

 講師として農業ジャーナリストの青山浩子氏をお招きし、講演後には青山氏、

県農業法人協会会長、副会長及び農林中央金庫農林水産環境統括部(当時)を

パネリストに、「ＴＰＰを見据えた農業経営の展開について」のテーマでパネ

ルディスカッションを行いました。

２ 概要 主催：熊本県農業法人協会 

共催：熊本県担い手育成総合支援協議会、農林中央金庫熊本支店 

【セミナー講演内容】 

「グローバル競争時代における農業法人の役割～ＴＰＰの先を行く農業経営～」 

講師：農業ジャーナリスト 青山浩子氏 

【パネルディスカッション】 

「ＴＰＰを見据えた農業経営の展開について」 

【農林中央金庫からの情報提供(農林水産環境統括部)】 

農林中央金庫の直近の融資・出資実績、今後の投融資の見通し等について。 

３ 成果 

（効果） 

【参加者】 

県農業法人協会等１４団体(１４名)、県・市町村関連団体(８名)、その他農業

関連団体(27 名)、計 49名 

【参加者からの声など】 

セミナーアンケートにおいて、「大変良かった・良かった」との回答が１００％

を占め、好評をいただきました。 

また、参加者からは「デンマーク・韓国の事例が大変参考になった」「外国と日

本の違い、今後日本に必要な取組が理解できた」というご意見をいただきました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 農林中央金庫としては、地域の担い手への金融・非金融支援への対応は最も

重要な取組であると位置づけております。

今後も各機関と連携しながら、担い手の興味のあるテーマ・内容にてセミナーを

継続開催していく予定です。 


